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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
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みんなでごみをヘラスンジャー▷「食品ロス」という言葉をご存じですか。これは、まだ食べられる
のに捨てられてしまう食品のことで、日本では、年間で約５００〜８００トン発生しています。これは、す
べての日本人が、毎日おにぎりを１・２個捨てるのと同じ量です。

　

市
で
は
、
将
来
の
人
口
減
少
や
施
設
の

老
朽
化
な
ど
、
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
見
据
え
、
平
成　

年　

月

２７

１２

に
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
大
き
な
方

向
性
を
示
し
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
方
針

に
沿
っ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、（
仮
称
）
公
共
施
設
適
正
配
置
実

施
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
、
意
見
交

換
を
行
う
市
民
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

日　

程　

▽
第
１
回
…
５
月　

日
（
土
）

１４

　

午
後
２
時
〜
４
時　

福
祉
会
館
小
ホ
ー

ル※
第
２
回
以
降
は
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
全
４
回
開
催
予
定
）。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

申
込
み　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
年
代
で

も
可
）、
性
別
、
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
別
、

自
由
意
見
（
参
加
動
機
な
ど
）
を
問
合
せ

先
へ
（
送
付
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ

ー
ル
可
）

※
申
込
書
は
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
経
営
課
（
〒　

們
８
７
０

１８７

１　

小
平
市
役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

７
５
６
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

０４２

死gyoseikeiei@
city.kodaira.l

g.jp

 
怯
平
成　

年
度
の
保
険
料
額

２８

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

２８

は
、
１
万
６
千
２
百　

円
で
す
。
日
本
年

６０

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

怯
保
険
料
の
前
納
割
引

　

国
民
年
金
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
前
払
い
す
る
と
、
割
引
が
受
け
ら

れ
て
お
得
で
す
。
平
成　

年
度
の
保
険
料

２８

で
、
こ
れ
か
ら
間
に
合
う
前
納
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
１
年
前
納

　

納
付
書
で
５
月
２
日
ま
で
に
、
１
年
分

を
ま
と
め
て
現
金
納
付
で
き
ま
す
。

▽
６
か
月
前
納

　

納
付
書
で
５
月
２
日
ま
で
に
上
半
期
分

を
、
ま
た
は　

月　

日
ま
で
に
下
半
期
分

１０

３１

を
ま
と
め
て
現
金
納
付
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
は
下
半
期
分
を
ま
と
め
て

納
付
で
き
ま
す
（
申
込
期
限
は
８
月
末
日

ま
で
）。 国国国国国国国国国国国

民
年年年年年年年年年年年
金

※
そ
の
ほ
か
、
口
座
振
替
で
は
、
２
年
前

納
や
早
割
な
ど
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
（
５
６
）
１
４
１
１

怯
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
所
得
な
ど
の
審
査
を
受
け
、
認
め
ら

れ
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
な
ど
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
退
職
し
、
学
生
に
な
っ
た

方
は
、申
請
の
際
、離
職
票
や
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
１
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４

２
２
（
５
６
）
１
４
１
１
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花
小
金
井
八
丁
目
に
あ
る
「
高
橋
定
右

衛
門
墓
」
が
、
こ
の
度
、
教
育
委
員
会
か

ら
市
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
定
右
衛
門
は
、
野
中
新
田
与
右
衛

門
組
の
名
主
で
し
た
が
、 
御  
門  
訴 
事
件
の

ご 

も
ん 

そ

リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て
品
川
県
に
よ
り

逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
厳
し
い
尋
問
を
受
け

て
獄
中
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

御
門
訴
事
件
は
、
明
治
２
年
（
１
８
６

９
年
）
か
ら
明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）

に
か
け
て
、
武
蔵
野
新
田
十
二
か
村
の
農

民
が
、
品
川
県
庁
の
門
前
で
社
倉
制
度

（
凶
作
に
備
え
た
備
蓄
制
度
）
改
悪
に
対

し
て
訴
願
を
行
っ
て
弾
圧
さ
れ
た
事
件
で

す
。
近
世
の
封
建
社
会
か
ら
近
代
社
会
へ

の
移
行
期
に
起
き
た
民
衆
運
動
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
、
そ
の
後
、
明
治　

年
代
に

１０

お
こ
る
自
由
民
権
運
動
の
先
駆
け
と
な
る

社
会
的
運
動
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
こ
の
事
件
の
犠
牲
者
で
も
あ
る

高
橋
定
右
衛
門
の
墓
を
史
跡
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
で
、
小
平
の
農
民
た
ち
が
関
わ

っ
た
歴
史
的
事
件
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

も
の
で
す
。

　

こ
の
指
定
に
よ
り
、
市
指
定
文
化
財
は

全
部
で　

件
と
な
り
ま
す
。

１９

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
１

 　

い
き
い
き
協
働
事
業
は
、
地
域
の
市
民

活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
提
案
さ
れ
た
公

い
き
い
き
協
働
事
業
が
決
定

平
成　

年
度
実
施

２８

益
性
の
高
い
事
業
を
、
次
年
度
に
提
案
団

体
と
市
が
協
働
で
行
う
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
、
協
働
事
業
選
考
審
査
会
で

選
考
し
た
結
果
、
２
件
の
事
業
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
（
左
上
表
）。

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

緯　

（
３
４
６
）
９
８
０
９

０４２

 　

市
内
の
大
学
生
が
、
大
学
の
枠
を
超
え

て
連
携
し
て
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

「
ま
ち
で
楽
し
む
」。
５
月
の
開
催
に
向

け
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
。
地
域
に
関
わ
る
研
究
成

果
や
提
案
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

市
内
の
大
学
・
大
学
院
・
短

期
大
学
・
専
門
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

と　

き　

５
月　

日
（
日
）　

午
後
１
時

２２

か
ら

と
こ
ろ　

武
蔵
野
美
術
大
学
小
平
キ
ャ
ン

パ
ス

申
込
み　

４
月　

日
（
木
）
ま
で
に
、
電

２８

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

緯　

（
３
４
６
）
９
８
０
９
、
死dd003

０４２

0@
city.kodaira.lg.jp

 　

公
募
市
民
が
企
画
・
編
集
し
た
男
女
共

同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
「
ひ
ら
く
」
第　
３８

ま
ち
で
楽
し
む

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

参
加
団
体
を
募
集

平
成　

年
度

２８

最
新
号
を
発
行

ひ
ら
く

号
を
発
行
し
ま
し
た
。「
ひ
ら
く
」は
市
内

の
公
共
施
設
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

緯　

（
３
４
６
）
９
６
１
８

０４２

 　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る
た
め
、

講
演
会
の
企
画
・
運
営
や
広
報
誌
の
企
画
・

編
集
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
の
事

男
女
共
同
参
画
推
進

実
行
委
員
を
募
集

業
実
施
を
検
討
す
る
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

活
動
内
容　

左
上
表
の
と
お
り

活
動
期
間　

平
成　

年
３
月
末
ま
で

２９

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
性
別
、
経

験
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ら
く
」

で
行
う
月
１
・
２
回
（
平
日
ま
た
は
土
曜

日
の
昼
間
）
の
会
議
に
参
加
で
き
る

募
集
人
数　
　

人
１５

申
込
み　

４
月　

日
（
月
）
ま
で
に
、
住

２５

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

応
募
動
機
を
記
入
の
う
え
、
送
付
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

（
〒　

們
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯

１８７

　

（
３
４
６
）
９
６
１
８
、
死kyodo-

０４２

danjo@
city.kodaira.lg.jp

 
怯
市
民
活
動
と
協
働
の
は
じ
め
て
ブ
ッ
ク

　

た
ね
を
育
て
よ
う
を
読
む

　
「
市
民
活
動
＆
協
働
は
じ
め
て
ブ
ッ
ク

　

た
ね
を
育
て
よ
う
」
を
、
編
集
し
た
市

民
や
掲
載
団
体
と
一
緒
に
読
ん
で
、
市
民

活
動
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

２３

〜
４
時

と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ
東
第
二
会

議
室

申
込
み　

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
へ
緯　

（
３
４
８
）
２
１
０
４

０４２

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

 
と　

き　

４
月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

２６

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
４
階
小
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　

百
人

内　

容　

▽
講
演
会
…
地
域
の
居
場
所
づ

く
り
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
や
、
居
場
所

の
意
義
、
役
割

▽
説
明
会
…
高
齢
者
交
流
活
動
支
援
事
業

の
概
要

講　

師　

中
能
孝
則
さ
ん
（
日
野
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
理
事
）

申
込
み　

４
月　

日
（
月
）
ま
で
（
日
曜

２５

日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

こ
だ
い
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
緯　

（
３
４
６
）
１
４
２
４

０４２

 
怯
外
国
人
の
た
め
の
妊
娠
・
出
産
制
度
説

明
会

　

外
国
人
の
カ
ッ
プ
ル
を
対
象
に
、
日
本

の
出
産
に
関
す
る
費
用
や
保
険
、
健
診
な

ど
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
お

金
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
、
補
助
は
受
け

ら
れ
る
の
か
、
赤
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種
は

こ
だ
ま
ち
サ
ロ
ン

助
成
金
説
明
会

小
平
市
国
際
交
流
協
会

い
つ
受
け
る
の
か
な
ど
、
や
さ
し
い
日
本

語
で
説
明
し
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

２３

〜
４
時

と
こ
ろ　

学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
１
階

第
一
集
会
室

対　

象　

市
内
在
住
の
外
国
人

※
英
語
・
中
国
語
の
通
訳
が
い
ま
す
（
要

予
約
）。

※
保
育
あ
り
ま
す
（
満
６
か
月
か
ら
就
学

前
ま
で
、
要
予
約
）。

申
込
み　

４
月　

日
（
水
）
ま
で
に
、
小

２０

平
市
国
際
交
流
協
会
へ（
電
子
メ
ー
ル
可
）

緯　

（
３
４
２
）
４
４
８
８
、
死info@

０４２

kifa-tokyo.jp

 
怯
新
入
会
員
説
明
会

　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
、
健
康
で
働

６０

く
意
欲
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
仕
事
や
家
事
な
ど
の
こ
れ
ま
で

の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
第
２
の
人
生

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

原
則
第
１
水
曜
日
、
第
３
金
曜

日　

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ
東
第
一
会

議
室

持
ち
物　

年
会
費
２
千
円
、
印
鑑
、
郵
便

局
の
貯
金
通
帳
、
生
年
月
日
・
住
所
が
確

認
で
き
る
書
類

問
合
せ　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
緯　

（
３
４
４
）
２
１
２
０

０４２ シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

認
定
を
受
け
ま
し
た
（
右
表
）。
市
内
で

は
、
こ
れ
ま
で
認
定
を
受
け
て
い
る
農
業

者
を
含
め
て　

経
営
体
が
活
躍
し
て
い
ま

６１

す
。

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
３

 　

ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
な
す
・
ピ
ー
マ

ン
・
す
い
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
苗
を
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
日
）　

午
前
９
時

１７

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
駐
車

JA

場
（
西
武
線
青
梅
街
道
駅
徒
歩
１
分
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

JA

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
緯　

（
３
４
８
）
７

０４２

２
４
４

 
と　

き　

５
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１４

か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
北
側
駐
車
場

※
雨
天
実
施
。

費　

用　

花
苗
の
購
入
費
実
費
（　

㌢
㍍

３０

の
鉢
の
場
合
は
２
千
百
円
程
度
）

定　

員　
　

人
３０

持
ち
物　

コ
ン
テ
ナ
用
の
鉢
（
当
日
購
入

も
で
き
ま
す
）

※
土
は
無
料
配
布
し
ま
す
。

夏
野
菜
苗
の
即
売
会

寄
せ
植
え
講
習
会

※
事
前
申
込
み
の
方
に
ハ
ン
ギ
ン
グ
用
の

鉢
を
差
し
上
げ
ま
す
。

主　

催　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
、
小

JA

平
市
園
芸
組
合
、
小
平
商
工
会
青
年
部

協　

力　

小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

協
議
会
、
小
平
市

申
込
み　

４
月　

日
（
木
）
ま
で
（
消
印

２８

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
に
「
寄
せ
植
え

講
習
会
」
と
明
記
し
、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、　

東
JA

京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導
経
済
課
（
〒　
１８７

們
０
０
３
２　

小
川
町
２
們
１
８
２
８
）

へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
５

月
９
日
（
月
）
ご
ろ
結
果
を
通
知
）
緯　
０４２

（
３
４
８
）
７
２
４
４

 
怯
春
季
市
民
将
棋
大
会

と　

き　

４
月
９
日
（
土
）　

午
前　

時
１０

か
ら　

９
時
受
付

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
市
民
ホ
ー
ル

費　

用　

Ａ
・
Ｂ
級
（
１
組
・
２
組
）
１

千
５
百
円
、
Ｃ
級
１
千
円
（
昼
食
付
）

内　

容　

Ａ
級
…
３
段
位
以
上
、
Ｂ
級
１

組
…
２
段
位
・
初
段
位
、
Ｂ
級
２
組
…
級

位
者
、
Ｃ
級
…
小
学
生
、
各
級
５
対
局
点

数
制

表　

彰　

賞
状
・
賞
品（
各
級
３
位
ま
で
）、

４
勝
賞
、
敢
闘
賞

主　

催　

日
本
将
棋
連
盟
小
平
支
部

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

鷹
野
緯
０
９
０
（
２
３
０
３
）

７
２
４
６

怯
小
平
美
術
会
春
季
会
員
展

と　

き　

４
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
日
）

１９

２４

　

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（　

日
は
午
後

１１

１９

２
時
か
ら
、　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

２４

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示
室

費　

用　

無
料

内　

容　

日
本
画
、
洋
画
、
工
芸
ほ
か

企
画
・
運
営　

小
平
美
術
会

問
合
せ　

鈴
木
緯　
（
３
４
４
）０
３
１
４

０４２

小
平
市
文
化
協
会

　

ゴ
ー
ヤ
な
ど
、
つ
る
性
の
植
物
を
窓
や

壁
に
茂
ら
せ
る
と
、
夏
の
強
い
日
差
し
を

和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
緑
の
カ
ー

テ
ン
の
作
り
方
を
学
ん
で
、
涼
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　

参
加
者
に
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
用
種
と
堆

肥
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

２６

〜
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　
　

人
５０

講　

師　

柳
宗
久
さ
ん

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

　

４
月
３
日
（
日
）
に
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
、
小
平
市
消
防
団
が
新
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

小
平
市
消
防
団
は
９
個
分
団
百　

人
で

４６

編
成
さ
れ
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た
め
、

 
生  
業 
を
持
ち
な
が
ら
、
災
害
発
生
時
に
は

な
り 

わ
い

昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
い
ま
す
。
地
域

に
密
着
し
、
市
民
の
安
全
、
安
心
に
貢
献

す
る
消
防
団
員
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
新
体
制
は
左
表
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ　

防
災
危
機
管
理
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
１
３

　

市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
燃

料
電
池
を
設
置
し
た
方
に
、
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
（
左
表
）。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
発
電
出
力
が　

２８

１０

㌔
㍗
以
上
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
申
請
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
（
発

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
１
８

　

こ
の
整
備
方
針
で
は
、
将
来
都
市
計
画

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
証
、
第
四
次
事

業
化
計
画
（
優
先
整
備
路
線
の
選
定
）
な

ど
の
ほ
か
、
優
先
整
備
路
線
を
含
む
全
て

の
都
市
計
画
道
路
区
域
内
に
お
い
て
、
３

階
ま
で
の
建
築
を
可
能
と
す
る
新
た
な
建

築
制
限
の
緩
和
策
も
示
し
て
い
ま
す
。
市

で
も
、
４
月
１
日
よ
り
建
築
制
限
緩
和
の

範
囲
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
方
針
は
、
道
路
課
（
市
役
所
４

階
）、
都
民
情
報
ル
ー
ム
（
都
庁
第
一
庁
舎

３
階
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
、
都
民
情
報
ル
ー
ム
で
は
販

売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

検
索　

東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路

の
整
備
方
針

問
合
せ　

道
路
課
緯　

（
３
４
６
）
９
８

０４２

２
８
、
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部

街
路
計
画
課
緯　
（
５
３
８
８
）３
３
７
９

０３

HP

電
し
た
電
力
の
全
量
を
売
電
し
て
い
る
施

設
を
除
く
）。

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
で
、
戸
建
住
宅
に
対
象
機
器

を
設
置
し
た
個
人

▽
市
内
の
共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に
使
用

す
る
目
的
で
対
象
機
器
を
設
置
し
た
個
人

所
有
者
ま
た
は
法
人
所
有
者
、
管
理
組
合

の
代
表
者
ほ
か

▽
市
内
の
事
業
所
な
ど
に
対
象
機
器
を
設

置
し
た
個
人
ま
た
は
法
人
そ
の
他
団
体
の

代
表
者

申
込
み　

平
成　

年
３
月　

日
（
金
）
ま

２９

３１

で
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、

申
請
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参
（
送
付
・

電
子
メ
ー
ル
不
可
、
先
着
順
）

※
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
は
、
環
境
政
策
課
（
市
役
所

４
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
１
８

 　

庭
木
や
生
け
垣
の
事
、
花
の
育
て
方
な

ど
、
緑
に
関
す
る
疑
問
や
知
り
た
い
事
な

ど
を
相
談
員
に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
８
日
（
日
）　

午
前　

時
１０

〜
正
午
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ　

第　

回
こ
だ
い
ら
グ
リ
ー
ン
フ

２４

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
内
（
中
央
公
園
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
４
人
ま
で
）

定　

員　
　

人
１２

み
ど
り
の
相
談
所

み
ど
り
わ
か
る
で 
所 
を
開
設

し
ょ

相
談
員　

椎
名
豊
勝
さ
ん
（
日
本
樹
木
医

会
会
長
）、
和
田
博
幸
さ
ん
（
日
本
花
の
会

主
任
研
究
員
）

申
込
み　

４
月　

日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

２５

に
、
事
前
相
談
書
を
問
合
せ
先
へ
送
付

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
。
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者
の

み
に
結
果
を
連
絡
）

※
事
前
相
談
書
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
を
記
入
の
う
え
、
件
名
を
「
み
ど
り
わ

か
る
で
所
・
事
前
相
談
」
と
し
て
送
信
。

※
当
日
受
付（
午
後
の
部
）も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
６
４
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.jp

 　

市
で
は
、
自
宅
で
で
き
る
身
近
な
ビ
オ

ト
ー
プ
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
昨
年
に
引
き
続
き
チ
ョ
ウ
の
生
息
空

間
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
ア
ゲ

ハ
チ
ョ
ウ
な
ど
を
呼
ぶ
た
め
の
ハ
ナ
ユ

ズ
・
フ
ジ
バ
カ
マ
・
オ
ニ
ユ
リ
（
各
１
苗
）

と
観
察
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

平
成　

年
３
月
ま
で
、
簡
単
な
観
察
を
し

２９

て
い
た
だ
き
ま
す
。
チ
ョ
ウ
な
ど
の
小
動

物
が
生
息
で
き
る
質
の
高
い
緑
を
創
出
す

自
宅
で
チ
ョ
ウ
を
呼
ぶ

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

モ
ニ
タ
ー
募
集

る
取
り
組
み
で
す
。
個
人
で
も
、
ご
家
庭

で
も
楽
し
め
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
（
保

護
者
の
協
力
が
あ
れ
ば
小
学
生
も
可
）

定　

員　
　

人
６０

※
観
察
の
方
法
や
植
物
の
一
覧
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月　

日
（
火
）
ま
で
に
、
ビ

２６

オ
ト
ー
プ
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
を
問
合
せ
先

へ
送
付
（
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子

メ
ー
ル
可
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
当
選
者
の
み
に
結
果
と
配
付
日
時
・

場
所
を
連
絡
）

※
申
込
書
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
配
付
植

物
を
取
り
に
来
る
希
望
日
（
５
月　

日
１３

（
金
）
午
後
ま
た
は　

日
（
土
）
午
前
・

１４

午
後
）
を
記
入
の
う
え
、
件
名
を
「
ビ
オ

ト
ー
プ
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
」
と
し
て
送

信
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
６
４
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.jp

 　

認
定
農
業
者
と
は
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
基
づ
き
、「
農
業
経
営
改
善

計
画
書
」
を
市
に
申
請
し
認
め
ら
れ
た
、

意
欲
あ
る
農
業
者
で
す
。
な
お
、
計
画
の

認
定
期
間
は
５
年
間
で
す
。

　

本
年
度
は
、
４
件
の
農
家
が
計
画
の
再

い
き
い
き
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
農
業
者
を
認
定

消防団体制
氏　名階　級所　属
鈴木　洋一団 長

本 団 筋野　　明副 団 長
石井　良勝副 団 長
髙杉　　啓副 団 長
小山　　淳分 団 長

第一分団
師岡　征和副分団長
藤森　英明部 長
竹内　一浩部 長
久米　堅裕部 長
青木　　晃分 団 長

第二分団
内山　雅博副分団長
窪野　浩史部 長
鈴木　兄悟部 長
大野　篤史部 長
福島　和宏分 団 長

第三分団
和久井茂文副分団長
古川　健一部 長
間込　憲一部 長
安齋圭太郎部 長
清水　　孝分 団 長

第四分団
当間　　隆副分団長
真鍋　僚孝部 長
川原　和喜部 長
倉茂　順教部 長

氏　名階　級所　属
髙橋　　誠分 団 長

第五分団
川村　武司副分団長
本間　幸紘部 長
川里　雅法部 長
信山　武蔵部 長
寺澤　優友分 団 長

第六分団
髙橋　秀和副分団長
岩淵　和敏部 長
竹内　裕二部 長
秋田　宏光部 長
天野　敏彦分 団 長

第七分団
金子　元昭副分団長
齋藤　貴彦部 長
髙木　裕之部 長
阿部　健二部 長
浪江　孝志分 団 長

第八分団
粕谷　　誠副分団長
宮川　邦宏部 長
小俣　英司部 長
大和　康成部 長
加藤　宏康分 団 長

第九分団
髙橋　智明副分団長
鈴木　秀幸部 長
外崎　広一部 長
波田昌乃吏部 長

退団者（３月３１日付）
氏　名階　級所　属
小野　俊之団 員第二分団
石川　真司部 長第四分団
蛭田　哲夫班 長第四分団
藤原　弘克団 員第五分団
髙橋　　博分 団 長第六分団
石橋　正春団 員第六分団
天川　　聡団 員第八分団
北岡　信一団 員第八分団
佐藤　　健団 員第九分団

入団者（４月１日付）
齋藤　俊明第四分団
織田　裕次第六分団
中島　雅幾第六分団
箕輪　智之第八分団
小谷　修二第九分団
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これから間に合う前納制度
納付金額の比較

納付
方法

前納対象と
なる保険料 割引額前納した

場合
毎月納付
した場合

３,４６０円１９１,６６０円１９５,１２０円現金
納付

平成２８年４月〜
平成２９年３月分

１
年
前
納

７９０円９６,７７０円９７,５６０円現金
納付

平成２８年４月〜
９月分
１０月〜平成２９年
３月分

６
か
月
前
納 １,１１０円９６,４５０円９７,５６０円口座

振替
平成２８年１０月〜
平成２９年３月分

市内の優先整備路線
延長（ｍ）区　間路線名施行者

８７０西東京市境〜
花小金井南町二丁目

小平３・３・
３号線東京都

１,１８０小平３・４・１７号線〜
小平３・４・７号線

小平３・３・
３号線東京都

５３０小平３・４・２１号線〜
市道第Ａ－６１号線

小平３・４・
１０号線小平市

４６０小平３・４・１４号線〜
東久留米市境

小平３・４・
１９号線小平市

４０小川駅〜
小川西町四丁目（交通広場を含む）

小平３・４・
１２号線その他

９０小平駅〜
小平３・４・１４号線（交通広場を含む）

小平３・４・
１９号線その他

助成対象機器および助成金額
予定
件数助成金額助成対象機器

１５５件
戸建住宅…出力１ｋW当たり
４万円（上限１２万円）
共同住宅・事業所…出力１ｋW
当たり４万円（上限１５万円）

太陽光発電
システム

１００件１機器当たり２万５千円燃料電池
（エネファーム）

※各機器の予定件数は、申込みの状況により予算の範囲
内で変動することがあります。

認定を受けた農業者
住　所氏　名

大沼町７丁目大久保　晴央

鈴木町１丁目岡田　雅彦

小川町１丁目増田　誠太郎

小川町１丁目森田　正行

※五十音順、敬称略。

事業概要担当課提案団体提案協働事業名

父・母・祖父母ごとの講座の開催や、
市内店舗で優待が受けられる子育て
応援カードの配布を行い、父親の育
児参加を促し、夫婦間のパートナー
シップを考えるきっかけを作る

子育て
支援課

小平はぐくみ
プロジェクト

地域・家庭の育児
参加推進＆子育て
しやすい街づくり
事業

省エネ・創エネに関するキャンペー
ンやセミナー・見学会などの意識啓
発を広く行い、省エネ・創エネの取
り組み結果を「見える化」すること
で市民の参加意識を高め、さらなる
行動を促すことを目指す

環境
政策課

ＮＰＯ法人
こだいらソーラー

電力自由化をきっ
かけに市民・家庭
が主役のエネルギ
ーシフトをすすめ
る事業

男女共同参画推進実行委員　活動内容
活動内容事　業

講演会「 女 と 男 のフォーラム」の企画・
ひと ひと

運営、記録
（平成２９年２月開催）

フォーラムの
企画・運営

広報誌「ひらく」の企画・編集
（１０月、平成２９年３月発行）

広報誌の企
画・編集

男女共同参画センター（小平元気村おが
わ東内）での事業実施
（１０月（元気村ひろば）など）

男女共同参画
センターの活
用
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